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出で

羽わ

百ひ
ゃ
っ

観か
ん

音の
ん

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢 字 半 紙 （誌友〜五段）
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最も
　
が
み
　
べ
に
　
ば
な

上
紅
花

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

課題は段級別です。ご注意ください。漢 字 半 紙 （四段〜初段）



4

修し
ゅ
げ
ん
ど
う

験
道

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
17
ペ
ー
ジ
）

漢 字 半 紙 （１級〜10級）
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秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ

の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

お
も
ひ
草ぐ
さ

葉は
　
ず
ゑ末

に
結
ぶ
し
ら
露
の
た
ま
た
ま
き
て
は
手
に
も
た
ま
ら
ず

『
金
葉
和
歌
集 

巻
第
七 

恋
部
上
416
』
源
俊
頼

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。

　
　
　
　
　

 

二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

短
冊
に
つ
い
て

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯�

短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯�

墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

◯�

下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少

し
空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◯�

行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作

品
と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

自
由
に
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯�

出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別

出
品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏

面
に
は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。

か な 半 紙 （誌友〜五段）
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忘
ら
る
る
身
を
ば
思
は
ず
ち
か
ひ
て
し
人
の
い
の
ち
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

川 島 史 子 先 生 書

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （四段〜初段）
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さ
き
ゆ
め
み
し　

ゑ
ひ
も
せ
す
ん

安 東 聖 空 書 「 梅 雪 か な 帖 」よ り

課題は段級別です。ご注意ください。

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

か な 半 紙 （１級〜10級）



※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをして

ください。

課題　横額 「博覧」 石橋鯉城先生書 （用紙　画仙紙半切½）

題 自分の名前

〈解説〉

　博覧…広く見聞すること

　二〇二一年十一月号の課題で「強記」

を揮毫しました。今月の「博覧」と合

わせて、「博覧強記」という教育や学問

尊重の基本態度を示す言葉があります。

広く古今東西の書物を読み、その知識

を蓄え、見識を豊かにすることを言い

ます。二〇二五年には、大阪市におい

て国際博覧会が開催されます。最先端

技術など世界の英知が結集し、また日

本の文化が世界に発信される一大イベ

ントです。日本で開催される万博とし

ては二十年ぶりですから、中高生の皆

さんにとっては初めての国際博覧会と

いうことになります。日本の伝統文化

である書道鑑賞の態度も海外に伝えな

ければなりません。

　さて、参考手本を見ましょう。行書

を以て書かれた「博覧」には、縮墨

（磨墨した濃墨を冷蔵庫でゲル状にした

もの）で書いています。墨が滲まず、

走らず丁寧にかけるのです。含んだ墨

を自然な筆路と墨量の変化を楽しみ、

上から下への筆路に時間の経過を感じ

取る余裕を持ちましょう。墨を持たせ

る為には、筆の大きさや墨の濃さなど

の研究も大切です。

　「臣」の縦画を書いて、次に横画を添

えて「」と三筆で書けるようにし

てから「覽」の字の制作にかゝりたい。

〈用具・用材〉

筆＝一号騰龍（長鋒羊毫） 　

墨＝一味真　

紙＝不二本字

覽

扁額の書をつくる（誌友〜初段） 　課題は段級別です。ご注意ください。

A 落 款
教
室
名
 段
 氏
名
 級

B
月
別
出
品
券

月
別
出
品
券
と
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
の
貼
り
方

バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券

B A
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鳥
… 

３
画
目
の
縦
画
を
長
く
書

い
て
い
る
（
筆
写
体
に
よ

る
）。
筆
写
体
に
は
横
画
が

一
画
多
い
形
も
あ
る
。

四
つ
の
点
が
ゆ
っ
た
り
と

入
る
よ
う
に
下
部
の
内
側

を
広
げ
る
。

海
… 

旁
の
「
毎
」
の
１
画
目
は

鋒
を
立
て
て
一
気
に
右
下

ま
で
。
左
の
斜
画
と
右
の

斜
画
は
平
行
に
し
な
い
で

末
広
が
り
に
。

山
… 

１
画
目
の
起
筆
は
ど
っ
し

り
と
存
在
感
を
持
た
せ
る
。

１
画
目
か
ら
２
画
目
、
３

画
目
と
筆
脈
を
つ
け
て
流

れ
良
く
書
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
条
幅　

墨
＝
和
墨

紙
＝
中
国
画
仙

※ 

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下

部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥ち
ょ
う
か
い
さ
ん

海
山

〈
大
意
〉 
山
形
県
と
秋
田
県
の
県
境
に
あ
り
、
日
本
海
に

面
し
た
標
高
２
，２
３
６
メ
ー
ト
ル
の
活
火
山
。

ま
た
の
名
を
出
羽
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
。

〈
解
説
〉

・ 

行
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぼ
う
。

・ 

半
切
二
分
の
一
と
い
う
紙
の
大
き
さ
、
◯
◯
書
（
◯

◯
が
書
い
た
）
と
い
う
落
款
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

※
落
款
：
落ら

く
せ
い
か
ん
し

成
款
識
の
略
。
書
画
作
品
を
書
い
た
後
、
署
名
捺
印
す

る
こ
と
。
署
名
だ
け
、
押
印
だ
け
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。

（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

小
久
保
嶺
石
先
生
書

漢
字
条
幅
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
分
の
名
前

内
側
を
広
げ
る
よ
う
に

横
画
が

一
本
多
い

形
も
あ
る

ど
っ
し
り

印
が
あ
れ
ば
押
印

書

内
側
を
広
げ
る
よ
う
に

間
隔
広
く

戻
る
よ
う
に

（
参
考
）

横へ

鋒
を
立
て
て
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〈
大
意
〉 

山
形
市
立り

っ
し
ゃ
く
じ

石
寺
に
お
い
て
詠
ん
だ
句
。
あ

た
り
は
静
寂
そ
の
も
の
で
あ
る
。
岩
に
し

み
入
る
よ
う
な
蝉
の
声
は
山
寺
の
静
け
さ

を
一
層
深
く
感
じ
さ
せ
る
。
孤
独
感
を
余

情
と
し
て
い
る
。

〈
読
み
〉 

し
つズ

可か

さ
や
岩
二に

　
し志
み
い
る
蝉
の
こ
ゑ

〈
作
者
〉 

松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
〜
一
六
九
四
） 

伊
賀
国
の
生
ま
れ
。

〈
解
説
〉

○ 

「
し
」
で
か
な
作
品
を
書
き
始
め
る
の
は
難
し
い

の
で
す
が
、
今
回
書
き
出
し
を
「
し
」
に
し
ま
し

た
。
墨
量
を
控
え
目
に
し
て
す
っ
き
り
と
書
い
て

く
だ
さ
い
。

○ 

二
行
目
は
行
を
少
し
か
た
む
け
、
最
後
の
「
蝉
の

こ
ゑ
」
は
真
直
ぐ
下
に
書
き
ま
す
。

○ 

「
蝉
」
は
草
書
体
に
し
ま
し
た
が
、「　

」「　

」

と
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※ 

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆

書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

閑し
づ
かさ

や
岩い
は

に
し
み
入い
る

蝉せ
み

の
声こ
ゑ

須
山
万
寿
先
生
書

（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

か
な
条
幅
（
誌
友
〜
10
級
）

▲
墨

▲
墨

か
可（

）

に
二（

）
し
志（

）
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
大
意
〉 
勇
気
を
も
っ
て
行
え
ば
悔
や
む
こ

と
は
な
い
「
上
杉
謙
信
公
家
訓
十

六
ヶ
条
（
米
沢
市
上
杉
神
社
入
り

口
に
碑
が
あ
る
）」
よ
り

〈
解
説
〉

○ 

「
心
」
は
墨
量
が
あ
る
の
で
小
振
り
、
横

広
に
。「
勇
」
は
長
め
に
し
て
「
み
」
の

横
画
を
伸
ば
し
、
終
画
で
引
き
締
め
ま

し
ょ
う
。

○ 

二
行
目
は
、
一
行
目
の
墨
量
と
太
さ
を

活
か
す
よ
う
、
細
線
・
渇
筆
を
駆
使
し

て
調
和
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

名
前
は
本
文
寄
り
に
書
き
、
左
に
余
白

を
残
し
て
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
四
号
羊
毛

　

墨
＝
和
墨　

　

紙
＝
手
漉
漢
字
用
和
画
仙

心
に
勇
み
あ
る
時
は
悔
や
む
こ
と
な
し

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

新

和

様
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

長
い
線
、
渇
筆
を
活
か
し
て
一
行
目
と
の
調
和
に
留
意

1
2

3

終
画
の
位
置
に
留
意

墨
つ
ぎ

　

小
さ
め
に

筆
脈

長
く

余
白
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（
用
紙　

半
紙
）

蚕こ

飼が

ひ
す
る
人
は
古
代
の
姿
か
な

石 橋 鯉 城 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

署
名
で
は
姓
名
を
記
す

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

新 和 様 （１級〜10級）

（
用
紙　

半
紙
）
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　

 （
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
不
二
硬
筆
用
紙
３
行
書
き

山
形
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は
、
全
国
の
生
産
量
の
約
七
割
を
占
め
る
。
見
た
目
の
美
し
さ

か
ら
「
赤
い
宝
石
」
と
言
わ
れ
る
。

〈
出
典
〉 

山
形
県
観
光
案
内
よ
り

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉 ペ 

ン
（
八
段
〜
初
段
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら
※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

ナ
ナ
メ

一
つ
は
な
す

止
め
て小

さ
め

戻
る

戻
る

止
め
て
上
に

あ
わ
せ
方

長
く

右
よ
り

ヨ
コ
画
略
し
て

右
上
が
り

※

※
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〈
用
具
〉 

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色
（
鉛
筆
は
不
可
）

〈
用
材
〉
不
二
硬
筆
用
紙
２
行
書
き

北
前
船　

花
笠　

樹
氷

ほ
た
る
火　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

小
島
鳳
洽
先
生
書

〈解　説〉 ペ 

ン
（
１
級
〜
10
級
）
課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

勢
い
よ
く

1

2

ソ
・
一
の
草
冠

反
る

小 大

中
心
よ
り
や
や
右

小
さ
く

末
広
が
り

あける

あける

あける
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“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”
─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

〝
何
か
、
こ
の
字
へ
の
想オ

モ
イ
を
込
め
て
書
こ
う
〟

（
随 

意 

課 

題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

あ
（
こ
の
平
が
な
の
原
字
は「
安
」の
草
書
形
）

安
〈
読
み
〉
ア
ン
・
や
す

　
　
〈
意
味
〉�

や
す
ら
か
で
あ
る
。
値
段
が
や
す
い
。
た
や
す
い
。
た
の
し
む
。
置
く
。
い
ず
く
ん
ぞ
。

石 橋 鯉 城 先 生 書

（
用
紙　

半
紙
）

（
用
紙　

半
紙
）

が
あ
り
ま
す
。

◯ 
自
動
車
で
も
型
を
見
れ
ば
、
軽
自
動
車
の
ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
、
ダ
イ
ハ
ツ
や
マ
ツ
ダ
の
車
だ

と
わ
か
る
よ
う
に
、
平
仮
名
の
姿
に
も
筆
遣
い
と
運
筆
で
中
身
も
違
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

◯ 

安
＝
墨
の
含
ま
せ
方
を
考
え
て
、
一
筆
で
運
筆
の
遅
速
緩
急
の
変
化
を
楽
し
む
の
が

極
意
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
蘭ラ
ン

蕊ズ
イ

羊ヨ
ウ

毫ゴ
ウ  

善
璉
湖
筆
厰　

墨
＝
和
墨
（
顕
微
無
間
）　

紙
＝
松
風

◯ 

平
仮
名
の
「
あ
」
の
原
字
は
「
安
」
で
し
た
ね
。
活
字
で
は
〝
ウ
冠
〟
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
手
書
き
文
字
や
木
版
の
活
字
で
は
下
の
草
書
の
姿
で
書
い
て
い
ま
し
た
。
筆
写
体
の

そ
れ
が
草
書
体
の
「　

  

」
と
姿
を
変
え
そ
れ
が
平
仮
名
と
な
る
ま
で
に
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
先
人
達
の
途
方
も
な
い
努
力
が
あ
っ
た

の
で
す
。

◯ 

見
て
の
通
り
、
右
肩
下
が
斜し
ゃ

に
構
え
て
の
表
現
で
す
が
、
眺
め
て
ホ
ッ
と
し
た
気
分
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
1
画
目
の
短
横
画
に
も
、
起
筆
、
送
筆
、
収
筆
が
あ
る
の
が
見
え
ま
す

ね
。
2
画
目
の
縦
画
の
跳
ね
に
至
る
画
に
も
3
画
目
の
「
の
」
に
も
そ
れ
ぞ
れ
起
承
転
結

※ 作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。
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日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！

ペ
ン
字
で
の
10
分
間
練
習
法 

⑭
（
随
意
課
題
）

新

山
形
県
　

山や
ま

形が
た

市し　

米よ
ね

沢ざ
わ

市し　

鶴つ
る

岡お
か

市し　

酒さ
か

田た

市し　

新し
ん

庄じ
ょ
う

市し　

寒さ

河が

江え

市し　

上か
み
の

山や
ま

市し

村む
ら

山や
ま

市し　

長な
が

井い

市し　

天て
ん

童ど
う

市し　

東ひ
が
し

根ね

市し　

尾お

花ば
な

沢ざ
わ

市し　

南な
ん

陽よ
う

市し　

東ひ
が
し

村む
ら

山や
ま

郡ぐ
ん

山や
ま

辺の
べ

町ま
ち

中な
か

山や
ま

町ま
ち　

西に
し

村む
ら

山や
ま

郡ぐ
ん

河か

北ほ
く

町ち
ょ
う　

西に
し

川か
わ

町ま
ち

朝あ
さ

日ひ

町ま
ち　

大お
お

江え

町ま
ち　

北き
た

村む
ら

山や
ま

郡ぐ
ん

大お
お

石い
し

田だ

町ま
ち

最も

上が
み

郡ぐ
ん

金か
ね

山や
ま

町ま
ち　

最も

上が
み

町　

舟ふ
な

形が
た

町ま
ち　

真ま

室む
ろ

川が
わ

町ま
ち　

大お
お

蔵く
ら

村む
ら　

鮭さ
け

川が
わ

村む
ら　

戸と

沢ざ
わ

村む
ら

東ひ
が
し

置お
き

賜た
ま

郡ぐ
ん

高た
か

畠は
た

町ま
ち　

川か
わ

西に
し

町ま
ち　

西に
し

置お
き

賜た
ま

郡ぐ
ん

小お

国ぐ
に

町ま
ち　

白し
ら

鷹た
か

町ま
ち　

飯い
い

豊で

町ま
ち　

東ひ
が
し

田た

川が
わ

郡ぐ
ん

三み

川か
わ

町ま
ち　

庄し
ょ
う

内な
い

町ま
ち　

飽あ
く

海み

郡ぐ
ん

遊ゆ

佐ざ

町ま
ち

　

20
字
×
10
行
の
原
稿
用
紙
に
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
10
分
以
内
で
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
10
分
書
い
て
も
、
指
や
手
首
が
疲

れ
な
い
よ
う
に
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

用
紙　

原
稿
用
紙
20
字
×
10
行

用
具　

ボ
ー
ル
ペ
ン　

つ
け
ペ
ン　

万
年
筆　

デ
ス
ク
ペ
ン

（
）

教　

室　

名

氏　

名

※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

　
「
月
別
出
品
券
」及
び「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…（
2
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

最
上
紅
花（
も
が
み
べ
に
ば
な
）

〈
大
意
〉 

口
紅
の
原
料
や
染
物
と
し
て
、
ま
た
食
品
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。「
日
本
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た
山
形
県

の
「
最
上
紅
花
」
の
生
産
、
加
工
技
術
は
、
室
町
時
代

末
期
か
ら
約
４
５
０
年
間
、
変
わ
ら
ぬ
方
法
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

〈
解
説
〉

○
書
の
基
本
的
な
書
き
ぶ
り
を
学
ぼ
う
。

○
半
紙
４
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
。

最
… 

「
耳
」
は
行
書
の
筆
順
で
脈
絡
を
通
す
。
最
終
画
は
筆
の
方

向
を
変
え
な
が
ら
安
定
感
よ
く
締
め
る
。

上
… 

１
画
目
の
縦
画
は
体
を
使
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
。

紅
… 

糸
偏
の
始
め
の
「
く
」
は
鋒
を
引
き
上
げ
な
が
ら
運
筆
す

る
。
次
の
「
ム
」
は
や
や
鋒
を
沈
め
る
。
旁
の
「
工
」
は

ど
っ
し
り
と
安
定
感
よ
く
。

花
… 
「
ソ
・
一
」
の
草
冠
は
、「
ソ
」
と
「
一
」
の
間
に
ア
キ
を

作
る
。「
ヒ
」
の
２
画
目
（
浮ふ
鵞が
）
は
腋
を
開
い
て
方
向
を

変
え
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

修
験
道（
し
ゅ
げ
ん
ど
う
）

〈
大
意
〉 

山
に
籠
っ
て
厳
し
い
修
行
を
し
、
大
自
然
や
山
の
神
か

ら
の
力
を
得
、
悟
り
を
得
て
衆
生
を
済
度
（
済
は
す
く

う
、
度
は
わ
た
す
）
す
る
修
行
の
こ
と
で
、
修
行
し
て

い
る
行
者
は
山や
ま

伏ぶ
し

、
修
験
者
と
い
う
。

〈
解
説
〉

○
三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○ 

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現

し
よ
う
。

修
… 

人
偏
、
。　

 

の
組
み
合
せ
。
縦
画
は
体
を
前
に
傾
け
、
そ

の
反
動
で
も
ど
る
力
を
利
用
す
る
よ
う
に
書
こ
う
。「
さ
ん
づ

く
り
」
は
等
間
隔
に
。

験
… 

馬
偏
と
㑒
の
組
合
わ
せ
。
馬
偏
は
細
身
に
し
、
旁
は
馬
偏
と
ぶ

つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。（
相
譲
相
避
）
㑒
の
二
つ
の
払
い
は

重
複
し
な
い
よ
う
最
終
画
を
止
め
る
（
減
鉤
減
捺
法
）。

道
… 

首
と
之し
ん

繞に
ょ
うの

組
合
せ
。
フ
ト
コ
ロ
を
広
く
と
り
、
之
繞
の
払

い
は
三
折
法
で
（
三
つ
の
部
分
で
書
く
）。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

出
羽
百
観
音（
で
わ
ひ
ゃ
っ
か
ん
の
ん
）

〈
大
意
〉 

山
形
県
内
に
あ
る
最も

上が
み

、
庄
し
ょ
う

内な
い

、
置お
き

賜た
ま

の
３
つ
の
三
十
三

観
音
霊
場
の
総
称
。（
三
十
三
観
音
…
観
音
様
は
参
拝
者

の
願
い
に
寄
り
添
い
、
三
十
三
の
姿
に
変
身
し
て
人
々
を

救
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
因
ん
で
、
三
十
三
箇
所
の
霊

場
を
巡
礼
す
る
こ
と
が
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。）

〈
解
説
〉

○
基
本
的
な
行
書
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

○ 

余
白
を
設
け
て
名
前
ま
で
無
理
な
く
収
ま
る
文
字
の
大
き
さ
、

布
置
を
学
ぶ
。

出
… 

１
画
目
の
起
筆
を
強
く
。
２
画
目
以
降
は
鋒
の
弾
力
を
使
っ

て
一
筆
で
。

羽
… 

习
は
左
側
を
小
さ
く
、
右
側
は
大
き
く
。
転
折
部
で
は
腋
を

開
き
、
行
書
ら
し
く
し
な
や
か
な
線
で
。

百
… 

１
画
目
で
文
字
幅
を
つ
く
り
、「
白
」
は
小
ぶ
り
に
。
画
の
起

筆
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
間
を
あ
け
る
。

観
… 

偏
の
中
心
側
は
旁
に
差
し
障
ら
な
い
よ
う
に
短
く
し
て
、

「
見
」
が
離
れ
な
い
様
に
。「
隹
」
の
画
の
接
し
方
に
注
意

音
… 

１
画
目
の
点
と
「
日
」
の
中
心
を
合
わ
せ
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
五
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
雪

（三つの部分で
三折法

のびやかに書く）

1

2
3

6

5

4

転
折

（
脇
を
開
く
）

ど
っ
し
り
と

徐
々
に
鋒
を

　
　

吊
り
上
げ
る

や
や
鋒
を
沈
め
る

間
を

　

あ
け
る

あ
け
る

起
筆
を

　

目
立
た
せ
る

す
く
う

　

よ
う
に

安
定

さ
せ
る

脇を開く

中
心
を
通
す 太

く
あ
け
る

し
な
や
か
に

反
る

反
る

腋
を
開
き
転
折
部
し
な
や
か
に

起
筆

し
っ
か
り見せ

る

腋
を
開
け
る

① ②
③

1

2 3

4
5

6 軽
く
払
う

止
め
る

フ
ト
コ
ロ

仰

伏

1

3

2

そろえる

出
る

短
く

1
2

3

こン
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
説     

福
原
溪
春
先
生

お
も
ひ
草ぐ
さ

葉は

末ず
ゑ

に
結
ぶ
し
ら
露
の
た
ま
た
ま
き
て
は
手
に
も
た
ま
ら
ず

〈
読
み
〉
於お

も
ひ
草
葉
末
耳に

結
ふ
し
ら
露
の
多た

万ま

〳
〵
支き

て
盤は

手
尓に

も
た
末ま

ら
須ず

〈
大
意
〉 

人
を
思
う
と
い
う
名
の
思
い
草
の
葉
先
に
白
露
が
や
っ
と
玉
を
結
ぶ
よ
う
に
、
た
ま

た
ま
あ
な
た
は
訪
れ
た
が
、
露
の
玉
が
手
に
も
乗
ら
ず
落
ち
る
よ
う
に
、
そ
っ
け
な

く
帰
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
よ
。

〈
出
典
〉 

金
葉
和
歌
集 
巻
第
七　

恋
部
上
416　

源
み
な
も
と
の

俊と
し

頼よ
り

よ
り
（
原
典
で
は
「
〜
手
に
も
か

ゝ
ら
ず
」）

〈
解
説
〉

○ 

行
の
流
れ
を
把
握
し
て
書
こ
う
。

　

・ 「
末
耳
」の「
耳
」、「
結
ふ
し
」の「
し
」、「
尓
も
」、「
た
末
ら
須
」の「
末
ら
」は
中
心
よ

り
右
寄
り
に
。

○ 

墨
色
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・ 

渇
筆
部
は
墨
を
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な
つ
も
り
で
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
す
る
。「
末
耳
」「
支

て
盤
」
な
ど
。

○
疎
密
の
変
化
に
留
意
す
る
。

　

・ 「
草
葉
」「
結
ふ
し
」「
尓
も
」「
た
ま
ら
須
」
は
連
綿
線
を
短
く
し
て
密
に
つ
く
る
。

○
変
体
仮
名
・
漢
字
の
草
書
（
く
ず
し
方
）
を
理
解
し
て
か
ら
書
こ
う
。

　

・ 「
草
、
葉
、
結
、
露
、
手
」
の
草
書
な
ど
。

○ 

「
〳
〵
」は
「
踊
り
字
」
ま
た
は
「
畳
字
」
と
も
言
い
、
く
り
返
し
の
記
号
で
、
こ
こ
で
は

最
初
の
「
〳
」
を
万
に
か
け
て
い
る
。

○ 

5
ペ
ー
ジ
の
「
短
冊
の
書
式
」
を
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

忘
ら
る
る
身
を
ば
思
は
ず
ち
か
ひ
て
し
人
の
い
の
ち
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な

〈
読
み
〉 

わ
春す

ら
る
ゝ
身
越を

八ば

於お

も
者は

すズ

ち
可か

飛ひ

て
志し

人
の
い
能の

遅ち

の
をオ

し
久く

も
あ
る
可か

奈な

〈
大
意
〉 

あ
な
た
に
忘
れ
ら
れ
る
私
の
身
の
こ
と
は
何
と
も
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
私
へ
の
愛
を

神
に
お
誓
い
に
な
っ
た
あ
な
た
の
命
が
神
の
怒
り
に
触
れ
て
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
惜
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

〈
出
典
〉
小
倉
百
人
一
首
（
拾
遺
集 

巻
十
四 

恋
四
） 

右
近

〈
解
説
〉

　

今
月
は
、
和
歌
の
最
後
の
位
置
に
変
化
を
つ
け
ま
し
た
。

　

三
行
目
の
渇
筆
部
分
は
大
ら
か
に
展
開
し
、
含
墨
し
た
四
行
目
の
行
脚
は
右
へ
寄
せ
て
全

体
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

変
体
が
な
を
多
く
使
っ
て
い
ま
す
。
書
き
に
く
い
字
は
予
め
書
き
方
を
確
認
し
て
お
い
て
、

誤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。（  

・　

・　

・ 　

な
ど
）。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

お（
於
）

す（
春
）

上
の
字
を
繰
り

返
す
踊
り
字

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

の（
能
）

余
白

▲
含
墨

ひ（
飛
）

し（
志
）

右
へ

か（
可
）

は（
者
）

ち（
遅
）

か（
可
）

な（
奈
）

み（
身
）

を（
越
）

三
字
連
綿
密

渇
筆
に

渇
筆
に▲

含
墨

▲
含
墨

は（
八
）

横
画
の
様
子
に

変
化
を
つ
け
る

草

葉

末

き（
支
）

は（
盤
）

に（
尓
）

ま（
末
）

た（
多
）

ま（
万
）

に（
耳
）
結

露

お（
於
）

手

す（
須
）

密

二
字
連
綿

四
字
連
綿
密

密

疎

踊
り
字（
畳
字
）
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新
和
様
（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
12
ペ
ー
ジ
）

◆
８
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

五
穀
豊
穣

　

四
段
〜
初
段　

養
殖
漁
業

　

１
級
〜
10
級　

 

竿
燈
祭
り

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

 

い
つ
と
て
も
惜
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
年
月
を

禊
に
捨
つ
る
夏
の
暮
れ
か
な

　

四
段
〜
初
段　

 

ち
ぎ
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
つ

末
の
松
山
波
こ
さ
じ
と
は
（
清
原
元
輔
）

　

１
級
〜
10
級　

 

ゐ
の
お
く
や
ま 

け
ふ
こ
え
て
あ

扁
額

　

誌
友
〜
初
段　

未
定

漢
字
条
幅

　

１
級
〜
10
級　

 

康
楽
館

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

  

汐し
ほ
　
こ
し越

や
鶴つ

る

は
ぎ
ぬ
れ
て
海う

み
　
す
ず涼

し

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

志
は
気
の
帥
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孟
子
の
こ
と
ば

　

１
級
〜
10
級　

 

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

 

大
曲
の
花
火
は
、
一
九
一
〇
年
に
諏
訪
神

社
の
祭
典
の
余
興
と
し
て
開
催
さ
れ
百

年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

　

１
級
〜
10
級　

 

小
野
小
町　

樺
細
工　

白
神
山
地　

   

ナ
マ
ハ
ゲ　

と
ん
ぶ
り　

ひ
め
ま
す

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

蠶
飼
ひ
す
る
人
は
古
代
の
姿
か
な

さ
き
ゆ
め
み
し

ゑ
（
恵
）
ひ
も
せ
す
ん

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
7
ペ
ー
ジ
）

※ 

単
体
の
基
本
の
か
な（
い
ろ
は
歌
）は
、
く
り

返
し
学
習
し
て
く
だ
さ
い
。
古
典
学
習
の
基

本
と
な
り
ま
す
。

太
め

強
く は

ね
る

柔
ら
か
く

筆
を
返
す

中
央
に

右
側
か
ら

真
よ
こ
に

小
さ
め
に

下
か
ら

続
け
る

1
2

3
細
く

回
転
よ
こ
に

払
う

強
く

曲
線

逆
筆

直
線

長
く

ま
っ
す
ぐ一

つ
だ
け

小
さ
く
回
転

墨
量
の
対
比

連
綿

前
行
の
広
い

空
間
を

埋
め
る

文
字
が

隣
り
合
わ
な
い
よ
う
に

首
長
デ
フ
ォ
ル
メ

▲
軽
く
含
墨

ひ

す

る

ア
ケ
ル

上
部
の
「
虫
」
は
「　 

」
で
表
現

〈
読
み
〉
蚕こ

飼が
い

す
る
人
は
古
代
の
す
が
た
か
な

〈
大
意
〉 

蚕
を
飼
う
こ
と
は
『
日
本
書
記
』
に
も
見
え
る
よ

う
に
、
我
が
国
の
古
代
に
始
ま
る
習
俗
だ
が
、
こ

の
土
地
（
尾
花
沢
）
の
人
々
が
蚕
飼
い
を
し
て
い

る
姿
は
、
い
か
に
も
質
朴
清
楚
で
、
神
代
の
姿
さ

な
が
ら
の
感
じ
が
す
る
こ
と
だ
。

〈
作
者
〉
河
合
曾
良
（
一
六
四
九
〜
一
七
一
〇
）

〈
解
説
〉

　

蠶
は
蚕
の
本
字
。
蚕
の
筆
写
体
は
、
蠶
の
ほ
か

に
、 

、

、

な
ど
と
自
由
に
書
い
て
い

た
。
こ
こ
で
は
夫
・
夫
・
曰
・
虫
・
虫
と
書
い
て

い
る
。
二
つ
の
夫
と
虫
は
多
少
形
を
変
え
て
い
る
。

「
飼
」
は
旁つ
く
りを

下
に
下
げ
て
「
ひ
」
に
つ
な
ぐ
。
渇

筆
で
明
る
く
。「
ひ
」
に
は
字
源
の
「
比
」（
草
書

の
姿
）
が
見
え
る
よ
う
に
。
字
画
の
多
い
「
蠶
飼
」

の
隣
に
は
字
画
の
少
な
い
「
古
代
」、
墨
量
の
多
い

「
ひ
す
る
人
は
」
の
隣
に
は
、
墨
量
控
え
て
暢
び
や

か
に
収
め
た
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
超
長
鋒
羊
毫
筆　

墨
＝
顕
微
無
間　

半
紙
＝
松
雪




